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プロジェクト報告

プロジェクトメンバー 共創相手

○はプロジェクト代表

宇宙利用を含むIoT事業

地産地消による紀伊半島電網化計画

プロジェクトの背景

来るべき東南海地震でも大きな災害が予測され、ま
た毎年の豪雨時期には土砂災害やそれに伴うインフラ
の寸断・人災が発生する本県においては防災／減災へ
の取組が重要である。また少子高齢化が進む中にあっ
てはこれら取組に加え、農業・漁業・林業・海洋／山
林環境保全等、多くの分野で省力化もまた求められて
いる。地域のシンクタンクとしての本学・本センター
の責務として、研究開発で終わらない、資金面・人的
資源面も考慮に入れた実証的で実際的なIoTのシステ
ムを防災／減災、および食農分野での構築・利用の推
進が強く求められている。

プロジェクトの目的

本学においてもこれまで開発・実証を実施してきた
IoTシステム（図参照）の防災／減災利用のための産
業化・実利用化の推進を目的とした。また本学での取
り組みをモデルケースとして喧伝することで、全国各
地において予算獲得・設置運用体制・利用を進めるた
めのデモンストレーションを行った。食農センターと
も協力し、食農の観点での産業化・実利用化を並行し
て進めた。

プロジェクトの活動内容

本年度は以下の項目に関する活動を行った。
1．�普及活動：各モデル地区におけるGW／ノードの

設置とサーバ／ダッシュボードの運用、企業およ
び生徒／学生を対象とした人材育成

2．�モデル構築：醍醐寺をモデル地区としたIoT利用に
よる総合的な防災モデルの構築

3．�産業化・人材育成：協力企業による産業化や企業
内人材育成の推進

4．�衛星利用検討：遠距離通信や衛星利用に関する検
討、実証試験の実施

5．�資金獲得：事業展開のための寄付金や共同研究の
獲得

宇宙利用を含むIoTシステム構成図

〇秋山 演亮（教養・協働教育部門）
　富田 晃彦（教育学部）
　吉廣 卓哉（システム工学部）
　尾久土 正己（観光学部）
　山口 耕司（災害科学・レジリエンス共創センター客員教員）
　広谷 純弘（災害科学・レジリエンス共創センター客員教員）

和歌山市、紀美野町、醍醐寺、京都府、
ReSocial、アドベンチャーワールド、
紀南電設、Lacuna�Space�Japan、
テラスペース、西松建設、
和歌山東漁協組合、加太まちづくり会社、
加太漁協、ヤマトプロテック
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プロジェクトに関するお問い合わせ

災害科学・レジリエンス共創センター
URL : https://www.wakayama-u.ac.jp/disaster/
E-mail : bousai@ml.wakayama-u.ac.jp

プロジェクトの成果

1．普及活動
本学も参加する世界的なLoRaWANプロトコルの推

奨団体The�Things�Networkでは、昨年12月よりシス
テムを一新、Ver2からVer3へと変更を行った。それ
に伴い、従来設置していたモデル地区（御坊地区・西
山東地区・アドベンチャーワールド（白浜）・ReSocial
（笠置））において、GW／ノードの登録サーバをVer3
に変更すると同時に、通信システムを片方向通信の
ABP方式から双方向通信のOTAA方式へと変更した。
またVer3化に併せて公開刺された、オンプロミスでも
実行可能なサーバシステムであるTTStackを導入、運
用試験を行うことが出来た。
また新たに紀美野町において貴志川にも地域の中学

生と共に水位計を設置。この様子はNHK和歌山でも
「ギュギュっと和歌山」内のシリーズ「水害から命を守
る」にて6月11日に放送された。
また西松建設・群馬大学と協力し、DOバイオセン

サを利用したモニタリングデータをLoRaWANにより
遠隔監視する手法に関する検証実験を実施した。この
成果は2022年3月に、建設関連情報紙に多数掲載され
た。

2．モデル構築
IoTなどにより得られたデータを活用し、防災／減

災に利用するためには、データ取得のためのシステム
構築だけでは無く、これら情報を社会的に定められた
ルートに載せ、活動を展開することが重要である。そ
こで本年度は醍醐寺（上醍醐地区）をモデルケースと
して、主に家屋内温度情報を取得するシステムを構築、
セコム社とも協力し、得られたデータをどのようなシ
ステムで社会実装するのか、そのモデル構築に関する
検討を行うことが出来た。これらの件等に関しては
NHK和歌山News「IoT技術を活用　文化財保護最前
線」（2022年1月26日放送）、NHK総合おはよう日本
にて「IoT技術で文化財を守る」（2022年2月15日）
として放送された。また県内においても伊太祁曽神社
とも同様の検討を進めており、来年度以降、社会実装
のモデル構築を進めていく予定である。

3．産業化・人材育成
アドベンチャーワールドにおける厩舎環境監視や水

槽水位監視（白浜）や鹿罠動作情報収集システム（京
都府笠置）、パケットモニタリングシステム（加太）、環
境監視システム（山梨および三重）に関するシステム
構築やIoT器機の設置業務を協力企業が受注し（受注
規模は全体で約1千万円程度）、産業化を進めた。本学
が培ったこれまでの知見に基づき、協力企業に対する
助言等を実施した。
また山梨県内企業からはこれらIoTシステムの今後

の産業化に関する相談を受け、来年度以降の実用化を
目指し検討を行っている。
龍谷大学とは2022年3月に共同研究契約を締結し、

通所作業所と自動施工ロボットによるIoT器機の製造
販売、および滋賀県日野町等における独居老人宅の見
守りシステムなどの構築に関する検討を今後進めるこ
ととなった。
これらの産業化に併せて、協力企業の人材を育成す

ると同時に、発注元の利用企業に対してもシステムの
保守・運用に関する人材育成を実施した。

4．衛星利用研等
欧州のLacuna�Space社が軌道上で運用するLoRaWAN

衛星への地上送信機を国内で初めて導入、実験局運用を
継続して行い、通信実験に協力した。また国内に置いて
はテラスペース社と協力し、同社が製造する6Uサイズ
のキューブサット衛星を使ったLoRaWAN衛星の運用
に関する検討を行った。またLacuna�Space�Japan社と
も協力し、日欧協力によるIoT衛星網の構築の具体化に
ついての検討を行った。

5．資金獲得
共同研究費として110万円を獲得することが出来た。

また協力／支援企業より（手続が来年度に繰越に成る
我）200万円の寄付を得る予定である。


